
 

 

 

 

資 料 
 

日時：2010年 10月 11日(月)10:30～12:30 

場所：主婦会館プラザエフ「クラルテ」 

主催：日本弁護士連合会 

＊＊＊進行次第＊＊＊ 

 

［司会］白石裕美子（消費者問題対策委員会幹事） 

 

Ⅰ 開会挨拶 我妻 崇（日本弁護士連合会副会長） 

 

Ⅱ 報告「北欧の消費者市民社会と教育」 

島田 広（消費者問題対策委員会副委員長） 

 

Ⅲ 講演「トーレセンさん，消費者市民社会と教育を語る」 

ビクトリア・トーレセン氏 

（ノルウェー・ヘドマルク大学准教授，コンシューマー・シチズンシップ・ネ

ットワーク（CCN）プロジェクトマネジャー） 

［インタビューアー］ 島田 広 

 

Ⅳ トーレセンさんへの質問 

 

Ⅴ 閉会挨拶 津谷裕貴（消費者問題対策委員会委員長） 

ビクトリア・トーレセン氏講演会 

―トーレセンさん，消費者市民社会と教育を語るー
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◆ビクトリア・Ｗ・トーレセンさん（Victoria W. Thoresen）プロフィール◆ 

 

ノルウェー・ヘドマルク大学准教授 

PERL プロジェクトマネジャー 
持続可能な消費および国際的な連帯を実現するために

は個人による建設的な行動が急務であると考える教育者，

研究者および市民社会組織（ＵＮＥＳＣＯ，ＵＮＥＰ，

国際消費者機構など）で構成される学際的ネットワーク

であるコンシューマー・シチズンシップ・ネットワーク

（ＣＮＮ）代表を務める。 

専門は教育カリキュラムの作成，国際教育，平和教育，

価値観教育，生涯教育および消費者教育。長年，教師お

よび教師指導者を務め，学校教科書，および指導用教科

書の執筆や国際教育コンサルタントとしても活躍してい

る。 

国連環境計画（ＵＮＥＰ）およびマラケシュ作業部会における政策提言や持続可能な消費

者教育に関する主要カリキュラムの作成にも従事。また長年にわたってノルウェー平和セン

ター理事会議長も務めている。社会的責任に関する国際標準企画（ISO26000）の策定に関す

る専門家でもある。 

現在，ＣＣＮの成果を踏まえ，立ち上がった「ＰＥＲＬ」（The Partnership for Education 

and Research about Responsible Living）のプロジェクトマネジャー。 

 

 

◆島田 広（消費者問題対策委員会副委員長）プロフィール◆ 

 

１９６８年  愛媛県生まれ 

１９９８年  弁護士登録（福井弁護士会 ５０期） 

２００１年  福井市にて泉法律事務所開設 現在に至る 

２００１年より 日弁連消費者問題対策委員会委員，現在，同委員会副委員長（消費者教育・

ネットワーク部会長） 
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1

北欧にみる北欧にみる

弁護士 島 田 広弁護士 島 田 広

（日弁連消費者問題対策委員会副委員長）
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日本の消費者教育の現状
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4

深刻な消費者被害
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国民生活白書平成２０年版より
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5

深刻な消費者被害

推計３兆４０００億円推計３兆４０００億円
国民１人あたり平均約２万７０００円

推計は国民生活白書平成２０年版より
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身につかない日本の消費者教育

国民生活白書平成２０年版より
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20年版国民生活白書の問題提起

http://www5.cao.go.jp/seikatsu/whitepaper/h20/10_pd
f/01_honpen/index.html
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8

消費者教育の目的消費者教育 的
や効果が不明確

教育方法について
も検討が必要も検討が必要
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9

消費者教育が十分消費者教育が十分
に行われているとはに行われているとは
いえず，生きる力を
育む実感のある教
育を受けられる対育を受けられる対
策が不可欠
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消費行動で世界が変わると思う？

わからなわからな

思う思う

わからないわからない
２７．６％２７．６％

思う思う
５８．９％５８．９％思わない思わない

１３．４％１３．４％

国民生活白書平成２０年版より
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12

国民生活白書平成２０年版より

14



13

考え方が考え方が
変わらない変わらな

知識中心の モチベーションが
あがらない消費者教育 あがらない

意識と行動が意識と行動が
結びつかない
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14

国会議事堂前広場（オスロ）国会議事堂前広場（オスロ）

消費者市民社会の必要性
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15

消費者市民とは？

消費者市民（Consumer Citizenship=CC）
倫 的 社会的 経済的 び環境的 慮倫理的，社会的，経済的及び環境的配慮
に基づいて選択を行う個人に基づいて選択を行う個人

家族，国及び地球的レベルで責任をもって家族，国及び地球的 責任をも
行動することによって，正義と持続可能な
発展を保つことに能動的に貢献する発展を保つことに能動的に貢献する
CCN, ”Consumer Citizenship Education Guideline vol.1 Higher Education ”

VIDEO
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16

消費者教育

市民教育
（ 育）

環境教育
（法教育）

環境教育
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背景①グローバル化の影響

経済活動や政策に国
際的な色彩際的な色彩

市民が意見を反映し市民が意見を反映し
て権利を守るため，
国際的な視点，連帯
が不可欠が不可欠
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21

背景②大量消費，情報化社会

消費行動や考え方へ消費行動や考 方
の事業者側コントロー
ルが強化ルが強化

社会・経済が利益最社会 経済が利益最
優先で無秩序になる
恐れ恐れ

VIDEO

23



22

背景③サステナビリティの危機

大量消費により，
地球温暖化が進行，
南北格差が拡大南北格差が拡大

地球全体のサステナ
ビリティの重大な危機ビリティの重大な危機
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サ ナビサステナビリティ
Sustainabilityy
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26

１０億超，世界の６人に１
人が飢餓状態

CCN ”Learning Sustainable Development” データはWorld Bank(2000)

飢餓状

28



27

http://www.unep.fr/scp/marrakech/taskforces/lifestyles.htm
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29

環境的 経済的環境的
地球温暖化や資源枯渇

経済的
効率的かつ公正な経済

の防止 発展

文化的社会的
生存や健康の保障，公

文化的
グローバリゼーション，
コマーシャリズムによる，生存や健康の保障，公

正な社会の追及
，

文化やライフスタイルへ
の影響への対応

全世界を公正で活力のある社会にすること全世界を公 活力 ある社会 する
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30

全世界を公正で活力のある社会にすること

実現するのは誰？実現するのは誰？現 誰実現す 誰

政府・国連 企 業

主体的 能動的な消費者主体的・能動的な消費者

＝消費者市民消費者市民
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31

参審員法廷（オスロ地裁）

広がる消費者市民教育
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32

国際社会がすすめる取り組み

１９９２ 国連環境開発会議（リオデジャネイロ）
アクシ ンプラン（Ａ ｄ ２１）策定アクションプラン（Ａｇｅｎｄａ２１）策定

２００２ 持続可能な開発に関する世界首脳会２００２ 持続可能な開発に関する世界首脳会
議（ヨハネスブルグ）
「持続 能性 な 消費 生産 方法 改「持続可能性のない消費・生産の方法」の改
善求める

２００５年 国連持続可能な発展のための教育
の１０年
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「国連持続可能な発展のための教育の１０年」

日本の消費者教育を世界が注視４年後，日本で最終会議の予定

http://www.unesco.org/en/esd/

本 消費者教育 世界 注視年後，日本で最終会議 予定
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34

２００８
マラケシュタスク
フォ スフォース
「持続可能な持続可能な
消費のため教育
ガイドライ をガイドライン」を
発表発表
（２０１０年完成）

http://www unep fr/scp/marrakech/taskforceshttp://www.unep.fr/scp/marrakech/taskforces
/pdf/H&NMay2010.pdf
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マラケッシュタスクフォースのホームページ
35

マラケッシュタスクフォ スのホ ムペ ジ

http://www.unep.fr/scp/marrakech/taskforces/lifestyles.htm
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36

２００９
ＯＥＣＤ理事会ＯＥＣＤ理事会
消費者教育勧告消費者教育勧告

モチベーション強化モチベ ション強化
カリキュラム強化
関係者の協力改善関係者の協力改善

など
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37

２０１１２０１１
国連「持続可能国連「持続可能
な消費と生産の
ための10年の枠
組み」を採択予組み」を採択予
定

http://www.unep.fr/scp/marrakech/about.
htm

39



38

今後１０年以上にわたり今後１０年以上にわたり今後１０年以上にわたり，今後１０年以上にわたり，

消費者市民教育が消費者市民教育が消費者市民教育が消費者市民教育が

国際社会の重要課題になる国際社会の重要課題になる国際社会の重要課題になる国際社会の重要課題になる

40



ＵＮＥＳＣＯとＵＮＥＰの若者向けパンフレット
39

ＵＮＥＳＣＯとＵＮＥＰの若者向け ンフレット

http://www.unep.fr/scp/publications/details.asp?id=DTI/0655/PA
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40

変化をもたらす方策を
提供するのは政府や規提供するのは政府や規
制機関，ＮＧＯと事業者
責任 あの責任である。
しかし，世界の消費者・しかし，世界の消費者
市民の役割は彼らの行
動をより早めよりよいも動をより早めよりよいも
のにする上で極めて重す 極
要である。
（”youthXchange The Guide”より）（ youthXchange The Guide より）
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ＣＣＮの活動の広がり

ＣＣＮのホームページ

VIDEOhttp://www.hihm.no/Prosjektsider/CCN
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CCNからPERLへ

http://www.perlprojects.org/
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43

旧ハーマル大聖堂（ハーマル）

できる！消費者市民教育
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44
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45

消費者市民教育のゴール

市民教育的要素

情報を収集し，分析する能力

公正なルールにしたがって判断する能力公正な したがって判断する能力

他者や行政，社会に対して働きかけ，対話，交渉，意
見発表する能力見発表する能力

消費者教育固有の要素→社会的な消費観の確立

「なぜ買うのか？」ー意思決定のあり方を見直す

消費の結果の社会的な意味に目を向ける消費の結果の社会的な意味に目を向ける
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46

個人的な消費観

「個人の要求を満たす」消費のイメージ

個人的な消費観

個 要求 満 す」消費

主観は能動的，実際は受動的な消費者

社会的責任の希薄化 被害は自己責任社会的責任の希薄化，被害は自己責任

消費者教育も個人の被害防止・保護に主眼

社会的な消費観

「社会とのつながりを感じる」消費のイメージ

能動的に社会を変えうる消費者能動的に社会を変えうる消費者

社会参加と社会的責任，被害の社会問題化社会参加 社会的責任，被害 社会問題化

社会とのつながりと行動に焦点を当てた教育
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教育手法＝問題解決型・参加型学習

身近な問題としての気づき
クイズ・ゲーム，シミュレーション，ロールプレイング，マインドマップ等

基本的知識・考え方を学ぶ

情報の収集と評価
専門家・事業者・行政などへのインタビュー，市場調査，資料調査など

集団的な議論集団的な議論

提案・発表・創造
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ＣＣＮの教材開発

https://www.hihm.no/hihm/Prosjektsider/CCN/Publications
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ＣＣＮの教材開発 LOLAプロジェクト

https://www.hihm.no/hihm/Prosjektsider/CCN/Publications
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ＬＯＬＡプログラムのステップ①

環境や社会のサステ
ナビリティに関して 消ナビリティに関して，消
費者にどんな行動が
求められるのか，考え
るる。
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ＵＮＥＰが支援するSEPのホ ムペ ジ
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ＵＮＥＰが支援するSEPのホームページ

http://www.sustainable‐everyday.net/SEPhome/home.html
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52

ＬＯＬＡプログラムのステップ②

身の回りで有望な活身の回りで有望な活
動がないか探してみ
る。
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ＬＯＬＡプログラムのステップ③

いくつかの中から，ど
れが一番有望か，な
ぜそう思うか みんなぜそう思うか，みんな
で議論する。
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54

ＬＯＬＡプログラムのステップ④

一番有望な取り組み
について調査を行うについて調査を行う。
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56

ＬＯＬＡプログラムのステップ⑤

調査結果を議論し，
発表・提言する発表・提言する。
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LOLALOLA
LOOKING 
FOR
LIKELY
ALTERNATIVE

https://www.hihm.no/hihm/Prosjektsider/CCN/Publications
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ＣＣＮの教材開発 LOLAプロジェクト

https://www.hihm.no/hihm/Prosjektsider/CCN/Publications
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CCN “Images and Objects”Active Methodology Toolkit
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ノ ベル平和センタ （オスロ）ノーベル平和センター（オスロ）

消費者市民社会がもたらすもの

64



63

考え方が考え方が
変わらない変わらな

知識中心の モチベーションが
あがらない消費者教育 あがらない

意識と行動が意識と行動が
結びつかない

65



64

従来の消費者教育 消費者市民教育

●悪徳商法等につい

●広告や勧誘を評価
し 流されない消費●悪徳商法等につい

ての知識中心
●契約のときの考え方

し，流されない消費
者

●悪徳商法等につい●契約のときの考え方
が変わりにくい

●悪徳商法等につい
ての知識が生きる
基礎作り基礎作り

●行政に働きかけ被
害をなくす消費者害をなくす消費者

VIDEO
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65

従来の消費者教育 消費者市民教育

●消費者被害や対策 ●「社会を変えられ●消費者被害や対策
についての知識

●ネガティブな情報

●「社会を変えられ
る」というポジティブ
なメッセ ジ●ネガティブな情報 なメッセージ

モチベ ションモチベーション

ＤＯＷＮ↓

「生きる力」を消費者に与える教育
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消費者市民

企 業行 政

消費者・生活者の視点を中心にすえた
市場 社会 の転換市場・社会への転換

68



考え方が考え方を

67

考え方が
変わらない
考え方を
変える変わらない変える

知識中心の消費者市民 モチベーションがモチベーションが
消費者教育教育 あがらないあがる

意識と行動が意識が行動に意識と行動が
結びつかない
意識が行動に
結びつく

69



北欧 取り組

68

北欧での取り組み
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消費者教育の焦点
はライフスタイルや
価値観 個人の選価値観，個人の選
択に対する影響の
問題に移ってきた。

71
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消費者教育は 消消費者教育は，消
費者の立場の強
化，参加の指導，
能動的な市民として能動的な市民として
の消費者の役割の消費者 役割
促進に焦点を当て
ているている。
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71

北欧での取り組み
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北欧の「消費者力」

http://ec.europa.eu/public_opinion/archives/ebs/ebs_298_en.pdf
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既存の消費者保護手段で 適既存の消費者保護手段で，適
切に守られていると思います
か？

http://ec.europa.eu/public_opinion/archives/ebs/ebs_298_en.pdf
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あなたの国の事業者は，あなたの権利を守っていると思いますか？あなたの国の事業者は，あなたの権利を守っていると思いますか？

http://ec.europa.eu/public_opinion/archives/ebs/ebs_298_en.pdf
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あなたは，当局があなたの消
費者としての権利を守ると信頼
していますか？

http://ec.europa.eu/public_opinion/archives/ebs/ebs_298_en.pdf
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79

国内総生産（名目）の構成比２００７

政府最終政府最終消費消費支出支出
１７．９％１７．９％ 純輸出純輸出

家計最終消費家計最終消費支出支出

在庫品増加在庫品増加
０．７％０．７％

純輸出純輸出
１．７％１．７％

総固定資本形成総固定資本形成
２３．４％２３．４％

家計最終消費家計最終消費支出支出
５５．１％５５．１％

対家計非営利法人対家計非営利法人
最終最終消費消費支出支出最終最終消費消費支出支出
１．２％１．２％

国民生活白書平成２０年版より
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80

消費行動で世界が変わると思う？

わからなわからな

思う思う

わからないわからない
２７．６％２７．６％

思う思う
５８．９％５８．９％思わない思わない

１３．４％１３．４％

国民生活白書平成２０年版より
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グ

81

フログネル公園（オスロ）フログネル公園（オスロ）

ご静聴ありがとうございました。
83




